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　 米 国 連 邦 通 信 委 員 会 (Federal Communication 
Commissions : FCC) の Office of Engineering and 
Technology は、2008 年1月 24 日より「White Space」
と呼ばれるテレビの未使用周波数を用いたブロード
バンド通信の 2 回目の公開テストを開始した１）。
　従来の電話回線を利用した ADSL では高周波
の減衰が大きく、中継局からの距離が遠い（概ね
3km）と回線速度が遅くなり、場合によってはブ
ロードバンドによるリンクが成立しない。しかし、
UHF 帯や VHF 帯のテレビ用電波は遠くまで届く
ため、1 つの局で半径 50km 程度の地域をカバー
できる。FCC は、米国内の人口の多数が生活する
人口密度の低い地域への導入を想定し、同時にテ
レビ電波の White Space をブロードバンド通信と
して有効活用したいという考えをもっている。上
記のテストは適当な送波条件を探り、機器の認定や
免許などの法改正の資料とするためのものである。
　1 回目のテストは、2007 年 6 月に、Microsoft 社・
Philips 社などの 8 社連合から試作機の提供を受け
てテストを行ったが、テレビ放送との干渉が大き
く失敗していた１）。しかし、今回は Adaptrum 社・
Microsoft 社・Motorola社・Philips社の 4 社から
試作機の提供を受けて、さらに本格的なテストを
行っており、実験室で 6 週間の精密テスト後に、
約 5 週間の野外テストを予定している。
　米国の世帯当たりのブロードバンド普及率は約
50％ (2007 年 11 月時点 ) ２）であり、人口あたりの
普及率では世界 15 位にとどまり３）、ブロードバンド
先進国の韓国やアイスランドに大きく差をつけられ
ている。ブッシュ大統領は、2007 年までに全ての国
民にブロードバンドを利用可能にするという目標を
掲げていたが、時期は遅れたにせよ、今回の実験が
成功すれば、この目標に一歩近づくことになる。
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トピックス 2　米国のテレビ電波を用いたブロ ドーバンド通信の公開テスト
　米国内では、ブロードバンド通信による安価な
コミュニティネットワークの構築、あるいは放送
とインターネットとの融合による新たなメディア
の出現への期待などにより、この目標を歓迎する
声がある一方で、放送業界からは、電波干渉の恐
れもあるため、WiMAX の 2.3 ～ 2.5GHz 帯の高
い周波数帯を使うべきだという反対の声も出てい
る。したがって、FCC は上記のような慎重なテス
トを予定している。しかし、このテストに成功す
れば、2009 年 2 月に予定されているアナログ放
送停止に向けて、すでに企業数社は、コンピュー
タに差し込むカード型の無線機「White Space 
Device」の製造を始める予定である。
　無線方式の規格については、2006 年 5 月にドラ
フト案が提案された IEEE802.22 が採用される。こ
の規格は、周辺の電波環境の状況を検知しながら、
通信に利用する周波数を自在に切り替える能力を有
する。この規格策定には世界各国からの参加者の意
見が反映され、アジアからは韓国と中国が参加した
が、日本は参加していない。
　また、韓国のサムソン電子社と米国のジョー
ジア工科大学は、IEEE802.22 標準仕様の無線の
集積化通信回路を 180nm ルールの CMOS 技術
で設計したことを、2008 年 2 月に開催された国
際会議 ISSCC で発表した 4）。この発表は 470 ～
862MHz の UHF 帯通信用の技術であるが、上記
の米国での「White Space Device」への適用を意
識したものである。
　我が国でも、2011 年にアナログ電波停波が予定
されており、デジタルデバイドの解消、電波の有
効利用、放送と通信の新しい融合などの議論がな
されている。上記のテスト結果とその後の米国の
動向については、注意深く見守る必要があるだろう。
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